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従来の発想では環境問題の解決はない。
これが、コロナが世界に示したことです。

増
え
続
け
る
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
。

地
球
環
境
の
改
善
の
必
要
性
が

叫
ば
れ
て
い
ま
す
！　

　
集
中
豪
雨
や
熱
波
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な

気
候
の
変
化
の
原
因
と
も
言
わ
れ
る「
地

球
温
暖
化
」。そ
も
そ
も
、ど
の
よ
う
な
仕

組
み
で
地
球
温
暖
化
は
起
き
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　
地
球
温
暖
化
は
地
球
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
２

な
ど
の「
温
室
効
果
ガ
ス
」の
濃
度
が
増

加
し
て
、地
上
の
温
度
が
上
昇
し
て
い
く

現
象
の
こ
と
。「
温
室
効
果
ガ
ス
」の
多
く

を
占
め
る
Ｃ
Ｏ
２
は
、お
も
に
化
石
燃
料

（
石
炭
、石
油
、天
然
ガ
ス
な
ど
）を
燃
焼

さ
せ
る
こ
と
で
発
生
し
ま
す
。

　
地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
に
は
、化
石

燃
料
の
使
用
を
減
ら
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
そ
こ
で
、注
目
さ
れ
て
い
る
の
が「
水

素
エ
ネ
ル
ギ
ー
」で
す
。水
素
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
、利
用
時
に
Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
し
な

い
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。

水
素
で
電
気
を
つ
く
る
時
、

排
出
す
る
の
は
水
だ
け
。

Ｃ
Ｏ
２

は
排
出
し
ま
せ
ん
！　

　
中
学
生
の
頃
、理
科
の
実
験
で
行
っ
た

「
水
の
電
気
分
解
」を
覚
え
て
い
ま
す
か
。

水
に
電
流
を
流
す
こ
と
で
、水(

Ｈ
２
Ｏ)

を

水
素(

Ｈ
２)

と
酸
素(

Ｏ
２)

に
分
解
。水
素

を
つ
く
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の「
水
の
電
気
分
解
」の
逆
の
原
理

に
よ
り
水
素
か
ら
電
気
を
つ
く
る
の
が

「
燃
料
電
池
」の
仕
組
み
。水
素
と
空
気

中
の
酸
素
を
化
学
反
応
さ
せ
る
こ
と
で

電
気
を
つ
く
る
の
で
す
が
、こ
の
方
法

だ
と
Ｃ
Ｏ
２
は
排
出
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、利
活
用
の
範
囲

が
広
く
、既
に
実
用
化
し
て
い
る
家
庭
用

燃
料
電
池（
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
）、燃
料
電
池

自
動
車（
Ｆ
Ｃ
Ｖ
）や
燃
料
電
池
バ
ス
・

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
に
加
え
、将
来
的
に
は

航
空
機
や
鉄
道
車
両
な
ど
へ
の
活
用
も

期
待
さ
れ
て
い
る
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
の「
本
命
」な
の
で
す
。　新型コロナウイルス感染症の感染拡大によって、世界中で経済活

動や人の移動が大きく制限されるという事態になりました。それに

より、単に経済活動を止めただけでは、CO2の削減量は大きく変わ

らないというデータが国際エネルギー機関（IEA）から示されました。

　わが国は2050年までに温室効果ガスの排出量実質ゼロを目指

すこととしていますが、今までのやり方では、目標達成は非常にむず

かしいということが明らかになりました。コロナ後のグリーン・リカ

バリーを見据えて、再生可能エネルギーを増やしていくしかないと

いう状況です。

　しかし、太陽光や風力は天候に左右されるので、安定した電力の

供給がむずかしく、そこで期待されているのが、電気を貯め、足りな

い時に活用できる「水素エネルギー」です。「つくる」「貯める」「使う」。

この一連の水素エネルギーシステムの構築に向けて、私達も日々研

究を進めています。

　化石燃料への依存を無くして、再生可能エネルギーの自給率を高

めることができれば、産業の振興や、地域の自立にもつながります。

「水素」を通して新しい時代の社会システムの構築を目指していきた

いと思っています。

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

海
外
か
ら
輸
入
す
る

化
石
燃
料
が
約
90
％
！

　
現
在
、わ
が
国
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

90
％
以
上
を
、海
外
か
ら
輸
入
す
る
化

石
燃
料
に
頼
っ
て
い
ま
す
が
、そ
れ
は
、

化
石
燃
料
を
輸
入
で
き
な
か
っ
た
場

合
、自
国
の
み
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
確
保

す
る
こ
と
が
む
ず
か
し
い
と
い
う
こ
と

で
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
必
要
に
な
る
の
が
、エ
ネ
ル

ギ
ー
の
自
給
率
を
高
め
る
こ
と
。エ
ネ

ル
ギ
ー
を
つ
く
る
方
法
が
た
く
さ
ん
あ

れ
ば
、よ
り
安
定
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
づ

く
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。そ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ひ
と
つ
と
し
て
期
待

さ
れ
て
い
る
の
が「
水
素
」で
す
。

水
素
は
地
球
上
の

さ
ま
ざ
ま
な
資
源
か
ら

つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
！

　

水
素
の
メ
リ
ッ
ト
は
、さ
ま
ざ
ま
な

資
源
か
ら
つ
く
り
出
す
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
こ
と
。「
電
気
分
解
」で
水
か
ら

取
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
も
ち
ろ

ん
、化
石
燃
料
や
木
材
な
ど
に
由
来
す

る
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
、風
力
や
太
陽
光

な
ど
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
も
水
素

を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。水
素
を

つ
く
る
時
に
排
出
す
る
Ｃ
Ｏ
２
が
よ
り

少
な
い
バ
イ
オ
マ
ス
や
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
由
来
の
水
素
が
増
え
る
こ
と
で
、

さ
ら
に
Ｃ
Ｏ
２

削
減
の
効
果
も
高
ま

り
、環
境
問
題
の
解
決
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

貯
め
て
、運
ぶ
こ
と
で

効
果
的
に
活
用
で
き
る
こ
と
が

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
メ
リ
ッ
ト
で
す
！

　
普
段
私
た
ち
が
使
っ
て
い
る
電
気
は
、

大
量
貯
蔵
が
む
ず
か
し
く
、送
電
ロ
ス
が

大
き
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
も
威
力
を
発
揮
し
て
く
れ
る

の
が
水
素
。圧
縮
ガ
ス
や
液
体
、金
属
に

吸
蔵
さ
せ
る
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
形
で
大

量
に
貯
蔵
す
る
こ
と
が
で
き
、ど
こ
に
で

も
簡
単
に
運
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

温暖化の原因・CO
2を削減

環境問題解決の切り
札!
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資源が少ないわが国のエネルギー問題解決も!

VOL.
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SUISO VOICE

東北大学
金属材料研究所／
産学連携先端材料研究開発センター

河野龍興 特任教授

出典：独立行政法人新エネルギー・
産業技術総合開発機構「NEDO水素エネルギー白書」

コークス炉ガスなど バイオマス・
メタノールなど

バイオマス

メタノールや
メタンガスなど

工業プロセスの副産物

副生ガス
（水素が多く
含まれているガス）

化石燃料

石油、石炭、
天然ガスOIL
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（水蒸気改質法、部
分酸化法、自己熱改
質法などがある）
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→電気

水の電気分解
電気

水素の製造方法

「水の電気分解」と「燃料電池」の仕組み

排出するのは水だけで CO2を排出しません！

逆の反応電気
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酸素

水

水の電気分解

水

燃料電池

電気

水素

酸素

すいそレンジャー  
 Ⓒ宮城県・旭プロダクション

すいそレンジャー  
 Ⓒ宮城県・旭プロダクション

すいそレンジャー  
 Ⓒ宮城県・旭プロダクション

出典：一般財団法人省エネルギーセンター
            「エネルギー・経済統計要覧2020」より作成
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走
行
時
に
排
気
ガ
ス
を

一
切
排
出
し
な
い
ん
で
す
！

　
私
達
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
自
動

車
。し
か
し
、排
出
さ
れ
る
排
気
ガ
ス
は

大
気
汚
染
問
題
を
も
た
ら
し
、排
気
ガ
ス

に
含
ま
れ
る
Ｃ
Ｏ
２
は
、地
球
温
暖
化
の

原
因
に
も
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
問
題
の
解
決
策
の
ひ
と
つ
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、Ｆ
Ｃ
Ｖ(

燃
料

電
池
自
動
車)

で
す
。Ｆ
Ｃ
Ｖ
は
水
素
と
酸

素
の
化
学
反
応
に
よ
っ
て
発
生
し
た
電

気
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
、モ
ー
タ
ー
を

回
し
て
走
る
自
動
車
。走
行
時
に
排
出
す

る
の
は
水
の
み
で
、大
気
汚
染
物
質
は
一

切
排
出
し
ま
せ
ん
。地
球
環
境
の
保
全
に

大
き
な
威
力
を
発
揮
し
て
く
れ
る
の
が

Ｆ
Ｃ
Ｖ
な
の
で
す
。

静
粛
性
も
操
縦
安
定
性
も
高
い
！

ド
ラ
イ
ブ
に
最
適

　
長
時
間
の
充
電
が
必
要
な
Ｅ
Ｖ（
電

気
自
動
車
）と
比
べ
る
と
、Ｆ
Ｃ
Ｖ
は
短

時
間
で
水
素
を
充
填
で
き
ま
す
。ま
た

１
回
の
水
素
充
填
に
よ
る
走
行
距
離
は

Ｅ
Ｖ
よ
り
も
長
く
、ド
ラ
イ
ブ
に
も
安

心
し
て
出
か
け
ら
れ
ま
す
。

　
操
縦
安
定
性
が
高
く
、乗
り
心
地
も

い
い
の
が
Ｆ
Ｃ
Ｖ
の
特
長
で
す
。疲
れ

に
く
く
ス
ト
レ
ス
が
少
な
い
の
で
、運

転
す
る
の
が
楽
し
く
な
り
ま
す
。

　
Ｆ
Ｃ
Ｖ
は
モ
ー
タ
ー
で
走
行
す
る
た

め
、ガ
ソ
リ
ン
車
と
比
べ
て
音
も
静
か
。

好
き
な
音
楽
を
か
け
な
が
ら
の
ド
ラ
イ

ブ
も
快
適
。お
友
達
と
の
ド
ラ
イ
ブ
で

も
車
内
の
会
話
が
弾
み
ま
す
ね
。

宮
城
交
通
で

Ｆ
Ｃ
バ
ス
の
路
線
運
行
予
定 

　
宮
城
交
通
で
は
、宮
城
県
・
富
谷
市

と
協
定
を
結
び
、県
内
初
と
な
る
Ｆ
Ｃ

バ
ス
に
よ
る
路
線
バ
ス
の
本
格
運
行
に

向
け
て
準
備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。公

共
交
通
機
関
へ
の
Ｆ
Ｃ
Ｖ
の
導
入
が
進

む
こ
と
で
、水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
の

実
現
に
一
歩
近
づ
き
ま
す
。

　
「
水
素
社
会
の
早
期
実
現
を
目
指
す

宮
城
県
の
取
り
組
み
に
賛
同
し
、導
入

を
決
定
し
ま
し
た
。通
常
の
路
線
バ
ス

と
し
て
利
用
で
き
ま
す
の
で
、次
世
代

モ
ビ
リ
テ
ィ
を
体
感
し
て
く
だ
さ
い
」

と
宮
城
交
通
の
担
当
者
が
語
る
よ
う

に
、 脱
炭
素
社
会
の
到
来
に
貢
献
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
デ
ザ
イ
ン
に
は
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ

ラ
ー
で
あ
る
赤
と
白
を
採
用
。近
未
来

的
な
造
形
に
、「
か
っ
こ
い
い
」「
Ｆ
Ｃ
バ

ス
に
乗
っ
て
み
た
い
」と
思
っ
た
方
も

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
２
０
２
１
年（
令
和
３
）年
か
ら「
新

富
谷
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
線
」な
ど
で
運

行
予
定
で
す
の
で
、ぜ
ひ
お
楽
し
み
に
。

県
内
２
基
目
も
オ
ー
プ
ン
予
定
！

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
も
着
々
と

　
ガ
ソ
リ
ン
車
が
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で

燃
料
を
給
油
す
る
よ
う
に
、Ｆ
Ｃ
Ｖ
は
水
素

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
燃
料
と
な
る
水
素
を
充

填
。Ｆ
Ｃ
Ｖ
の
普
及
に
は
、同
時
に
水
素
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
宮
城
県
内
で
は
、２
０
１
７（
平
成
29
）

年
３
月
に「
イ
ワ
タ
ニ
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
宮
城
仙
台
」が
開
所
し
て
い
ま
す
。さ

ら
に
２
０
２
１
年（
令
和
３
）年
に
は
に

は
、県
内
２
基
目
と
な
る
商
用
水
素
ス

テ
ー
シ
ョ
ン「（
仮
称
）イ
ワ
タ
ニ
水
素
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
仙
台
空
港
」が
仙
台
空
港
近

く
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

　
着
々
と
水
素
社
会
に
向
け
て
事
業
を

進
め
る
宮
城
県
。今
後
の
動
き
に
ぜ
ひ
ご

注
目
く
だ
さ
い
。

エンジンがないのですご
く静か。

排気ガスも出ない快適FC
V。

VOL.
03

宮城のモビリティは
次世代へ！

VOL.
04

FCV（燃料電池自動車）の仕組み

イワタニ水素ステーション宮城仙台　（仙台市宮城野区幸町）© Iwatani Corporation

静かで滑らかな走りのFCバスを
ぜひ体感してほしいですね。

SUISO VOICE

宮城交通株式会社   富谷営業所 運転士

佐々木  由浩さん 　

　とにかく「運転するのが楽しくなるバス」なんです。

　2019（令和元）年8月の実証運行でも運転したのですが、エンジ

ンを持たないモーター駆動なので発進や加速・減速がスムーズで、

驚くほど静かな走り。お客様からも「振動が少なく音も静か」「とても

快適な乗り心地」という声をたくさんいただきました。坂道でもシフ

トダウンすることがなく、走りも滑らかです。

　車内には折りたためる横向きの座席シートが用意されていて、座席

シートをたためば、車いすやベビーカーを利用される方はもちろん、

大きな荷物をお持ちのお客様にも十分なスペースが確保できます。

低床で開口幅を広くしているので、乗り降りも

楽にできますね。環境だけではなく、乗る人み

んなに優しいバスだと感じました。

　360度車内外が確認できる視界支援カメ

ラシステムが装備されていて、安全性への配慮

も万全です。

　早くお客様を乗せて運転したいですね。

すいそレンジャー  
Ⓒ宮城県・旭プロダクション

すいそレンジャー  
Ⓒ宮城県・旭プロダクション

水

酸素 水素

電気

※車種によって、構造は異なります

モーター

空気
（酸素）

燃料電池

水素
タンク

燃料電池自動車(FCV:Fuel 
Cell Vehicle)は、車載タンク
に充填された水素と空気中の
酸素の化学反応によって発生
した電気を使い、モーターを
回して走る自動車です。

トヨタ MIRAI

FCバスのデザインイメージ
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水素エネルギー発電設備(楽天生命パーク宮城)

■周辺インフラ
■水素発電所
■定置型燃料電池
■燃料電池車
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出典：国立研究所発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）「NEDO水素エネルギー白書 （2015年発行）」

現在
エネルギー
利用本格化

将来
多様な用途

家庭用燃料電池
エネファーム

産業ガス

水素発電

燃料電池自動車
FCV

ロケット燃料

FC 鉄道車両 FCバイク

FCフォークリフト

水素ジェット飛行機

業務用FC

FCバス

従来
産業ガスや
特殊用途

災
害
時
で
も
Ｆ
Ｃ
Ｖ
か
ら

電
力
を
供
給

　
ク
リ
ー
ン
で
快
適
な
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ

が
魅
力
の
燃
料
電
池
自
動
車（
Ｆ
Ｃ
Ｖ
）。

注
目
さ
れ
て
い
る
理
由
は
そ
れ
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。「
外
部
給
電
機
能
」が
災

害
時
に
威
力
を
発
揮
す
る
と
期
待
さ
れ

て
い
る
か
ら
な
の
で
す
。

　
外
部
給
電
器
を
使
え
ば
、Ｆ
Ｃ
Ｖ
に
搭

載
さ
れ
た
燃
料
電
池
で
発
電
し
た
電
力

で
、同
時
に
複
数
の
電
化
製
品
を
使
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。２
０
１
８（
平
成
30
）年

９
月
に
発
生
し
た
北
海
道
胆
振
東
部
地

震
で
は
、携
帯
電
話
の
充
電
や
自
主
避
難

所
の
照
明
な
ど
に
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

「
楽
天
生
命
パ
ー
ク
宮
城
」に

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備

　
非
常
時
に
対
応
す
る
仕
組
み
と
し
て
、

宮
城
県
で
は
、水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用 

し
た
発
電
設
備
を
楽
天
生
命
パ
ー
ク
宮

城
に
設
置
し
て
い
ま
す
。そ
の
仕
組
み

は
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ひ
と
つ
で

あ
る
太
陽
光
で
発
電
し
た
電
力
を
水
素

に
変
換
し
て
タ
ン
ク
に
貯
め
、 そ
の
水

素
を
用
い
て
電
力
を
供
給
す
る
と
い
う

も
の
で
す
。

　
普
段
は
、ス
タ
ジ
ア
ム
内
の
デ
ジ
タ
ル

サ
イ
ネ
ー
ジ
や
照
明
の
一
部
に
電
力
を

供
給
し
て
い
ま
す
が
、非
常
時
に
は
災

害
情
報
を
伝
え
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
局
や
避
難
誘
導
用
の
照
明
、

携
帯
電
話
の
充
電
用
電
源
と
し
て
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

２
０
５
０
年
に
は
８
兆
円
規
模
に

我
が
国
の
経
済
を
牽
引
す
る

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
可
能
性
は
、交
通

モ
ビ
リ
テ
ィ
分
野
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野

に
と
ど
ま
ら
ず
、経
済
の
領
域
に
も
広

が
っ
て
い
く
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｆ
Ｃ
Ｖ
や
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
本

格
的
な
普
及
な
ど
に
よ
り
、水
素
・
燃
料

電
池
関
連
の
イ
ン
フ
ラ
市
場
規
模
は
、

国
内
で
は
２
０
３
０
年
に
１
兆
円
程

度
、２
０
５
０
年
に
８
兆
円
程
度
に
拡

大
す
る
と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。世
界

全
体
で
見
る
と
、２
０
５
０
年
に
は
１

６
０
兆
円
に
ま
で
拡
大
す
る
と
予
測
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、こ
れ
か
ら
の
経

済
成
長
を
牽
引
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
あ
、未
来
を
創
る

水
素
社
会
の
実
現
へ

　
温
暖
化
対
策
と
し
て「
脱
炭
素
化
」へ
の

取
り
組
み
が
加
速
す
る
中
、世
界
中
で
、水

素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
持
つ
可
能
性
に
期
待
が

集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
輸
送
方
法
の
開

発
。海
外
の
利
用
さ
れ
て
い
な
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
を
使
っ
て
水
素
を
製
造
し
、日
本

へ
海
上
輸
送
す
る
実
証
実
験
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
交
通
分
野
で
も
活
用
技
術
が
広
が
っ
て

お
り
、水
素
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
た
飛
行

機
や
鉄
道
の
開
発
も
進
行
中
で
す
。

　
さ
ら
に
は
、水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
水

素
充
塡
の「
セ
ル
フ
化
」も
進
ん
で
い
ま
す
。

　
未
来
の
社
会
の
カ
タ
チ
を
創
っ
て
い
く
、

そ
れ
が
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
チ
カ
ラ
な
の

で
す
。

すいそレンジャー  
 Ⓒ宮城県・旭プロダクション

世界水素インフラ市場規模予測

環境に配慮されたFCV。
災害時にも活用できます!

利府町でも導入しています!
SUISO VOICE

災害時の電源供給も可能

防災にも役立ちます!

VOL.
05

経済成長のカギを握
る

      水素エネルギー

VOL.
06

最新のFCVラインアップ！

　利府町では環境に配慮したまちづくりを進めていますが、その一環として

2020（令和2）年4月にFCVを導入しました。運転時にCO2を排出しない

「環境にやさしい自動車」ということが、導入のきっかけになっています。加

えてEVと比較して航続距離が長い点も魅力的ですね。公用車として主に町

長の公務に活用していますが、とても快適に利用できています。

　導入の一番の決め手となったのが、有利な「補助金制度」があったからで

す。同じく外部給電器にも補助金が利用できましたので一緒に導入してい

ます。外部給電器があれば、災害時やイベントなどにも活用できると考えま

した。

　先日、町の総合体育館で実施した防災訓練では、FCVからの電力で投光

器を点灯させ、災害現場での作業支援ができることを確認しました。町民の

皆さんにも、災害時に威力を発揮することをご理解いただけたと思います。

●トヨタ MIRAI

●メルセデス・ベンツ　GLC F-CELL

●ホンダ　CLARITY FUEL CELL

2021（令和3）年1月末現在

左／利府町生活安全課  防災安全班　

梶山  浩一 主任主査

右／利府町生活安全課

郷家  洋悦 課長

利府町の公用車FCV  MIRAI ZBA-JPD10

FCVを電源として、投光器を使用している様子
です。FCVの外部給電機能を使うためには、車
内のコンセントと電化製品を直接つなぐ方法の
ほか、専用の外部給電器を使うことで同時に
複数の電化製品を利用する方法があります。
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水素エネルギー発電設備(楽天生命パーク宮城)
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スイソサエティ

新しい生
活、新しい

エネル
ギー !

宮城に水素
社会が

やって来た 

すいそレンジャー   
Ⓒ宮城県・旭プロダクション

スイソ（水素）＋ソサエティ（社会）＝スイソサエティ（水素社会）。

それは、水素エネルギーの活用によって、

いろいろな問題が解決される新しい社会のこと。

さあ、水素でどんな問題解決ができるか？　

いっしょに考えていきましょう。

宮城県環境生活部再生可能エネルギー室
〒980-8570　宮城県仙台市青葉区本町三丁目8番1号　TEL:022-211-2683
HP  https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/saisei/

別冊

別 冊

もっと楽しく
仙台発・大人の情報誌

２
０
２
１
年
２
月　
　

宮
城
県
環
境
生
活
部
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
室
発
行


